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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維を含む繊維ウェブを含む接着性物品であって、前記繊維ウェブが、少なくとも２ｍ
ｍの厚みを有し、そして反対側にある第一および第二の主面を有し；
　前記第一の主面が第一の接着剤層を備え、そして前記第二の主面が第二の接着剤層を備
え、前記第一および第二の層が、接着剤組成物を含み、
　そして、前記繊維ウェブ中の前記繊維の少なくとも一部が、前記第一の接着剤層および
前記第二の接着層と接合的係合関係にあって、そして前記第一の主面から前記第二の主面
へと延在し、所望により前記繊維ウェブが波形の繊維ウェブである、接着性物品。
【請求項２】
　繊維を含む繊維ウェブを含む接着性物品であって、前記繊維ウェブが、少なくとも２ｍ
ｍの厚みを有し、そして反対側にある第一および第二の主面を有し；
　前記第一の主面が第一の接着剤層を備え、そして前記第二の主面が第二の接着剤層を備
え、前記第一および第二の層が、接着剤組成物を含み、そして、
　前記繊維ウェブ中の前記繊維の少なくとも一部が、前記第一の接着剤層および前記第二
の接着層と接合的係合関係にあって、そして前記繊維が前記第一の主面から前記第二の主
面へと延在するように接合されていることが可能である、接着性物品。
【請求項３】
　前記接着層のそれぞれが、前記繊維ウェブの全体の厚みの３０％以下で前記繊維ウェブ
の中へ延在する、請求項１または２のいずれかに記載の接着性物品。
【請求項４】
　前記接着性物品が、前記繊維ウェブの厚み方向に少なくとも１０％、可逆的に圧縮され
ることが可能である、請求項１～３のいずれかに記載の接着性物品。
【請求項５】
　前記第一の主面から前記第二の主面へと延在している前記繊維ウェブ中の繊維の割合が
、前記繊維ウェブ中の繊維の総数を基準にして２０％以上である、請求項１～４のいずれ
かに記載の接着性物品。
【請求項６】
　前記繊維ウェブが、熱、化学線照射または電子ビーム照射で活性化されることにより、
前記繊維ウェブの圧縮性の減少または消失をもたらす組成物を含む、請求項１～５のいず
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れかに記載の接着性物品。
【請求項７】
　輸送車両における構成要素を接合または硬化させるための、請求項１～６のいずれかに
記載の接着性物品の使用。
【請求項８】
　ａ）第一の接着性物品を、第一の接着層を用いて第一の基材に接合させる工程、
　　前記第一の接着性物品は、
　　　接合可能な繊維を含み、そして反対側にある第一及び第二の主面を有する第一の繊
　　　維ウェブ、および
　　　前記第一の繊維ウェブの前記第一の主面と接合的係合関係にある接着剤組成物を含
　　　む前記第一の接着層；
　　を含み、
　　前記第一の接着性物品の前記接合可能な繊維が、前記第一の繊維ウェブの前記第一の
　　主面から前記第一の繊維ウェブの前記第二の主面へと延在し、そして前記第一の繊維
　　ウェブの厚み方向に配列されている；
　ｂ）第二の接着性物品を、第二の接着層を用いて第二の基材に接合させる工程、
　　前記第二の接着性物品は、
　　　接合可能な繊維を含み、そして反対側にある第一及び第二の主面を有する第二の繊
　　　維ウェブ、および
　　　前記第二の繊維ウェブの前記第一の主面と接合的係合関係にある接着剤組成物を含
　　　む前記第二の接着剤層、
　　を含み、
　　前記第二の接着性物品の前記接合可能な繊維は、前記第二の繊維ウェブの前記第一の
　　主面から前記第二の繊維ウェブの前記第二の主面へと延在し、そして前記第二の繊維
　　ウェブの厚み方向で配列されている；
　ｃ）前記第一の基材を前記第二の基材に隣り合わせて、それにより、前記第一および第
二の接着性物品が第一の基材と第二の基材との間に挟み込まれるようにし、前記第一の接
着性物品の接合可能な繊維の少なくとも一部が前記第二の接着性物品の接合可能な繊維の
少なくとも一部に係合されるようにする工程；および、
　ｄ）前記第一の接着剤層から前記第二の接着剤層へと延在する接合された繊維を形成す
る、前記第一の接着性物品と第二の接着性物品の係合された接合可能な繊維の少なくとも
一部の間で繊維－繊維接合を形成する工程、を含む接着方法。
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